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長谷工グループ統合報告書202515

私たち長谷工グループは、時代とともに変化する社会課題に常に対応し、安全・安心・快適な住まいの提供に努めてまいりました。

今後も引き続き、皆様のより良い暮らしの実現を目指していきます。

価値創造の歴史

1937年 1960年代～ 1980年代～ 2000年代～ 2020年代～

戦争の激化により、軍需関連施設の建設
が活発化。戦後は学校建築などの官公
庁工事が急増した。

● 戦前は木造の工場や事務所の建築を
行う業者として民間からの受注を中心
に発展。

● 終戦直後は学校建築など官公庁工事
を数多く手がけた。その後初の鉄筋
コンクリート工事としてアパート建設
を受注し、躍進につながる。

日本の高度成長期真っただ中、総人口
も1億人を超え集合住宅のニーズが高ま
る。1962年に「建物の区分所有等に関
する法律」が制定されたことで分譲マン
ションという住宅形態が生まれ、国の持
家政策もあり、量的拡大が進んだ。

● 1968年には初の自社マンションの建
設に着手し、アフタークレーム対応を
含めて、生産技術の合理化や研究開発
に取組んだ。

● 長谷工独自の規格型住宅の大量供給
システム「CONBUS（コンバス）」の展
開により、マンションの量的普及と居
住水準の向上に寄与。

ライフスタイルや家族形態の変化、投資
用物件の増加などマンションのニーズが
多様化。1993年には、分譲マンション
に「住宅性能保証制度」が導入され、
1995年の阪神・淡路大震災によりマン
ションの基本性能がより一層重視される
ようになった。

● 技術研究所や業界初のソフト系シン
クタンクである総合研究所（現（株）長
谷工総合研究所）を設立し、市場ニー
ズを反映した商品・技術の研究、開発
を推進。

● 業界に先駆けて導入していた独自の
「住宅性能表示マーク」の活用、業界
初の「ネイキッドルーム」の設置など、
これまで見ることができなかったマン
ションの「基本性能」の見える化への
取組みに注力。

耐震偽装問題などの建築業界の不祥事が続き、コンプライアンス
が重要視されるようになる。また、2011年の東日本大震災など
自然災害が多発し、マンションも安全・安心が重視される時代に。

● 2009年「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」が施行さ
れ、分譲マンションでは日本初の「長期優良住宅」認定を取得。

● 基本性能の充実とカスタマイズ性が両立した次世代型マン
ション「Be-Next（ビーネクスト）」を開発・実用化。

● ハード・ソフトの災害対策を通じた災害に強いマンションづく
りを推進。

コロナ禍により消費者行動は足許で大きく変化。また、持続可能
な成長に向け、気候変動対応など、環境との調和や多様性の尊
重が求められる時代に。社会情勢の変化に伴い、マンション市場
も大きく変化していくことが想定される。

● マンションの長寿命化や環境にやさしいマンションづくりなど、
持続可能性に配慮した事業を推進。

● デジタルトランスフォーメーション（DX）を推進し、更なる品質
向上と新たな価値の提供を目指す。

● コロナ禍に対応し、ニューノーマルな暮らしに対応したマン
ションを提供。

●グループが主体となって開発するすべてのマンション（2022年
度以降設計着手案件）についてZEH化。

● ICTを活用した、IoTマンション事業を積極推進。
●「サステナブランシェ本行徳」（国内初リノベーション物件で建
物運用時のCO2排出量ゼロを実現するプロジェクト）が竣工。

● カーボンニュートラルの実現に向けてマンションの木造・木質
化を推進。

ニーズ

長谷工の対応

ニーズ

長谷工の対応

ニーズ

長谷工の対応

ニーズ

長谷工の対応

ニーズ

長谷工の対応

「長谷川工務店」創業 マンションの普及拡大に貢献 マンションニーズの多様化に貢献 マンションの安全・安心重視に貢献 持続可能性の追求に貢献 

創業当時の社屋前に立つ、
長谷川武彦（創業者）

自社第一号マンション「芦屋松浜ハイツ」

CONBUS（コンバス）シリーズ

当社初の超高層マンション
「アクロシティタワーズ」

日本初の長期優良住宅
認定マンション
「ブランシエラ浦和」

創業80周年PJにて新設「長谷工テクニカルセンター・
長谷工マンションミュージアム」

「サステナブランシェ本行徳」

※1 期末の計数。1987年度以降は3月末、それ以前は5月末　※2 従業員数の1983年度末は、販売・仲介部門が関連会社として独立したため単体は減少（連結開示無し） ※3 従業員数の1994年度末は、関連会社への大幅な異動等により減少（連結開示無し）　　（出所）長谷工グループ80年史、有価証券報告書
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売上高（単位：億円）・
従業員数（単位：人）の推移

■ 売上高（単体）　■ 売上高（連結）  
   従業員数（単体）　   従業員数（連結）  

71万戸突破
日本のマンションストックの
およそ1割

2024年

マンション施工累計戸数

1999年度
経常利益 61億円

1979年度
経常利益 205億円

1959年度
経常利益 0.2億円

2024年度
経常利益（連結） 834億円

2018年度
経常利益（連結） 1,004億円

（年度）
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積み上げた資本

６つの資本

当社では、６つの資本の拡充、効率性の両面を追求していくことで、コアコンピタンスをさらに強化し、建設関連事業、不動産関連事業、

管理運営事業の3つの輪が重なりあった先に新たな事業や収益源の確保、持続的成長、企業価値向上を目指してまいります。

ものづくり資本

人的資本

国内主要拠点 45カ所
グループ会社数 89社

長谷工テクニカルセンター（東京都多摩市）

長谷工マンションミュージアム（東京都多摩市）

プレゼンテーションスペースLIPS　
（東京都江東区及び大阪市中央区）

長谷工デジタルテクノロジーラボ（東京都江東区）

プレキャストコンクリート工場（茨城県かすみがうら市）

木材製造工場（岐阜県美濃加茂市）

木材集成材製造・プレカット工場（岐阜県養老郡）

パネル・木製サッシ製造工場（岐阜県養老郡）

HSウッド・下地材製造工場（予定）（奈良県五條市）

知的資本

社会関係資本

研究開発投資 42億円
保有知財件数 306件

（特許231件、意匠69件、実用新案6件）
長谷工プレミアムアフターサービス

協力会社組織「建栄会」 約300社
住まいと暮らしに関する快適性・施工精度向上の
ためのグループ全体でのPDCAサイクル

長谷工プレミアムアフターサービス 約13.7万戸
アウル24センター警報受信（対応）件数 52,154件
ブランシエラクラブ会員数 約43万人

災害に強いマンション

　防災３点セット

　スマートウォータータンクの採用

建設業界で問題になっている労働力の減少
と受注の増加に備えて、プレキャストコンク
リート（以下、PCa）製造工場が本格的に動き
始めます。PCa製造を通じて、現場の
効率をもっと上げて、働き方も改善し
ていきます。

（株）長谷工インダストリーズ
生産計画室　生産課

人的資本への投資・活用を通して、グルー
プの新境地を切り拓いていく自律型の人
材・組織づくりを追求するとともに、女性
をはじめ多様な人材が活躍できる職
場づくりを進めてまいります。

（株）長谷工コーポレーション
人材開発部　D＆I推進室

（株）長谷工コーポレーション
技術推進部門　技術戦略室

社会と企業の持続的な発展のため
に、様々な社会課題への対応方針を
検討し、長谷工グループの各社各部
署と連携しながらサステナビリティ
の取組みを推進していきます。

知財は社員一人ひとりのアイデアの結集です。完成し
たマンションに知財はなかなか見えてきませんが、多く
の知財が散りばめられており、その結果がオンリーワン
を目指す長谷工のマンションを造っています。今
後も、未来の進化した長谷工のマンションづく
りを目指して知財活動を推進してまいります。

（株）長谷工コーポレーション
サステナビリティ推進部

土地情報収集力 四位一体の 生産体制 グループの総合力

社員一人一人が長谷工グループのありたい姿を目指し、企業価値向上を図ってまいります。

連結従業員 8,307人

資格取得者数 6,531人
　一級建築士 796人
　1級建築施工管理技士 1,267人
　宅地建物取引士 3,400人
　管理業務主任者 1,068人

PET検診受診率  80.1％
受診2,082人／対象2,599人

多様性

　新卒採用における女性比率 36.5%
　女性管理職比率 10.6％
　外国人人材活用の推進

育児休業取得率（男性） 59.4％
ホワイト500認定取得

教育プラン
（ビジネスカレッジ、DXアカデミー、
イノベーティブ人材育成、グローバル人材教育）

総資産 13,652億円
自己資本 5,320億円
有利子負債 4,200億円

財務資本

木造建築件数　　 304棟
ABINC認証取得件数 9件
ZEHマンション・ZEH戸建 61件、100件

自然資本

経常利益 834億円
親会社株主に帰属する当期純利益 345億円
ROE 6.6％
配当性向 67.4%

対象年齢　45歳及び50～ 64歳
全額会社負担で実施

うち、戸建
以外17棟（ ）

※各数値は2024年度、2025年3月末時点のものです（PET検診受診率のみ2023年度）。




